
１　点検実施期間

２　点検施設

（１）点検施設総数 1,842 施設

（２）対象施設ごとの点検施設数

629 施設

567 施設

270 施設

376 施設

３　点検結果

（１）要改善・改善予定箇所数

2,426 箇所

725 箇所

1,701 箇所

令和４年 ７月４日（月）～７月２９日（金）

令和４年度「公共施設の防犯・安全点検」実施結果

建物（図書館、公民館、児童館など）

学校（公立・国立・私立の幼稚園・小中高等学校）

改善を必要とした箇所（要改善箇所数）

すでに改善を行った箇所（改善済箇所数）

今後改善を行う箇所数

　
　県では、毎年、犯罪のない安全で安心なまちづくりを目指して取り組む「ちゅらさん
運動」の一環として、公共施設の防犯・安全点検を実施しています。

　これは、施設の点検を実施して、必要な対策を行うことによって、

① 子どもたちが安全に安心して利用できる環境の確保に努めること。
② 公共施設の管理者をはじめ、県民の防犯意識の高揚及び犯罪の予防に資すること。

を目的に平成１８年度から行っている取組です。

　今年度、本事業の趣旨にご理解をいただき、点検実施及び報告にご協力いただいたの
は、県の施設の他、１７市町村及び２１市町村教育委員会、１１国立・私立学校となっ
ております。

　本年度の点検結果については、下記のとおりです。

記

道路（県道、市町村道のうち小学校、公園等に隣接する道路）

公園（県管理、市町村管理の公園）

令 和 4 年 10 月 3 日

ちゅらうちなー安全なまちづくり推進会議
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（２）対象施設ごとの措置状況

（単位：箇所数）

対象
施設

要改善
箇所数

改善
済み

改善
予定

27 0 27

29 5 24

38 9 29

9 0 9

35 0 35

0 0 0

5 3 2

143 17 126

136 61 75

120 25 95

84 30 54

4 0 4

135 6 129

22 7 15

230 30 200

20 6 14

751 165 586

39 29 10

169 31 138

31 12 19

26 10 16

42 10 32

79 46 33

40 17 23

15 9 6

441 164 277

203 95 108

429 100 329

65 38 27

69 33 36

128 34 94

172 55 117

25 24 1

1,091 379 712

2,426 725 1,701

事件事故発生時の警察・消防への通報体制は整備されているか。

合　計

総合計（道路・公園・建物・学校）

学
校

樹木、植栽、違法看板等で周囲から学校内の見通しがさえぎられていないか。

照明設備の明るさが低いまたは電球切れはないか。

ゴミの散乱や落書き等がないか。校内のトイレ等は清潔に保たれているか。

警備員の巡回や、防犯カメラ、非常通報装置等が設置されている場合は、管理
が適切に行われているか。施錠の徹底等適切な管理体制が整っているか。

フェンス、柵などが壊れていないか、柵などが見通しを遮っていないか。

門扉・ドア等の錠の破損、ガラスの破損はないか。

建
物

樹木、植栽、違法看板等で周囲から建物内の見通しが遮られていないか。

照明設備の明るさが低いまたは電球切れはないか。

ゴミの散乱や落書き等がないか。施設内のトイレ等は清潔に保たれているか。

警備員の巡回や、防犯カメラ、非常通報装置等が設置されている場合は、管理
が適切に行われているか。施錠の徹底等適切な管理体制が整っているか。

フェンス、柵などが壊れていないか、柵などが見通しを遮っていないか。

門扉・ドア等の錠の破損、ガラスの破損はないか。

遊具類の不具合や損壊、落書き等はないか

事件事故発生時の警察・消防への通報体制は整備されているか。

合　計

公
園

植栽、樹木等が適正に管理されているか。見通しがさえぎられていないか。

照明設備の明るさが低いまたは電球切れはないか。

ゴミの散乱や落書き等がないか。園内のトイレ等は清潔に保たれているか。

警備員の巡回や、防犯カメラ、非常通報装置等が設置されている場合は、管理
が適切に行われているか。

フェンス、柵などが壊れていないか、柵などが見通しを遮っていないか。

門扉・ドア等の錠の破損、ガラスの破損はないか。

遊具類の不具合や損壊、落書き等はないか。

事件事故発生時の警察・消防への通報体制は整備されているか。

合　計

主な点検項目

道
路

放置車両や不法工作物等の有無。占有物件による見通しの妨げがないか。

植栽、樹木、雑草等で見通しがさえぎられていないか。

街路灯などの明るさが低いまたは電球切れはないか。

ゴミの散乱や落書き等が発生してないか。

ガードレール、歩行者安全柵等が適正に管理されているか。

防犯カメラ、非常通報装置等が設置されている場合、適正に管理されているか。

住民等からの道路管理に関する通報・相談対応の体制は整備されているか。

合　計
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道路

４　犯罪が起きにくい環境づくりに向けた独自の取組について

犯罪が起きにくい環境づくりなどについて、各施設管理者等において次のような対策を
講じています。(アンケートより抜粋)

○管理路線を年２回、雑草や街路樹の繁茂が原因で死角が出来ないよう、除草や
剪定を行っている。道路敷き内で不法投棄が行われる場所は、禁止看板を設置し
たり、バリケード等を設置している。

○年１回教育委員会が主となり、関係部署で通学路合同点検を実施し、危険箇所
を情報共有し各種防犯対策へ活用している。

○外灯などの点検を行っている。

○定期的に道路パトロールを実施して職員間で情報を共有し、道路維持管理に努
めている。

公園

○木陰により極端に暗くなりすぎないように、枝打ちや剪定を行い、視認性を高
めている。垣根においても、丈が高くなり死角にならないように、適切に剪定を
行っている。

○警察署への定期的な巡回の依頼や、園内放送で利用者への防犯アナウンスを実
施している。

○園内放送・巡回警備を１時間毎に行い、置き引き注意や貴重品はコインロッ
カーを利用するように、注意喚起を促している。また、園内各所に置き引き注意
の看板を設置した。

○アンケートボックスを設置することにより、利用者の利便を確認。改善箇所は
早期に対応している。

○昼夜警備員を配置、定期的に公園内を巡回しており、昼の巡回時にはトイレ内
や非常ベル等の動作確認等も実施している。また、清掃スタッフによる周囲への
注視や修繕担当による施設巡回、さらに警察と協力して情報交換や防犯活動（パ
トロール）等も実施し、防犯に努めている。

○不審者、夜間徘徊の未成年等への声掛け及び不審者、不審物の情報があった場
合は現場周辺の巡回強化等。

○公園美化に努めることで、市民が安全で安心して公園を利用できるよう取り組
んでいる。特に、不法投棄や落書き及び外灯の不点灯については、放置しないよ
う努めている。
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学校

○全職員で危機管理マニュアルの読み合わせを行い、不審者対応等について確認
している。校内及び校門前の環境整備を行っている。校舎にアラームを設置し、
防犯対策をしている。

○警察署と連携して自転車の鍵かけ甲子園及び交通安全講話の実施。地域のパソ
コン教室と連携してSNS講話の実施。

○防犯に対する学校独自のフローチャートをもとに、毎年防犯訓練を実施するこ
とで、全職員の防犯への意識の向上と防犯対策の定着を図っている。また、日頃
から来校者への挨拶などの声かけを意識したり、来校者には来校札をつけてもら
う取組を継続して行っている。

○防犯カメラのない屋上付近に、ダミーの防犯カメラやセンサー付きライトを設
置し、環境を工夫している。

○校長や自治会区長、地域のボランティアの皆さんの協力による立哨活動のお陰
で、安全指導や犯罪防止等に貢献していただいている。

○年度初めの職員会議にて、全職員で「学校安全計画」の内容を確認し、防犯へ
の具体的な対応と意識の高揚を図っている。

○校内への不審者侵入を想定した不審者対応避難訓練を実施し、不審者侵入時の
対応の仕方や安全確保の方法を確かめている。併せて、児童の登下校における不
審者対応について「いかのおすし」を共通確認し、安全指導を行っている。

犯罪が起きにくい環境づくりなどについて、各施設管理者等において次のような対策を
講じています。

建物

○防犯灯を地域で警察に問い合わせて設置してもらい、地域を明るく防犯に役立
てている。

○職員や警備員の不在時には、警備会社による機械警備及び巡回警備を行ってい
る。また、平日夜間や金曜日・土曜日・日曜日については、警備会社による常駐
警備も行っている。敷地内及び建物内の数カ所に「防犯カメラ作動中」や「警備
中」のステッカーを貼付している。

○普段から困った時、気になる事があれば必ず児童館の先生に相談してと子ども
達に声掛けを行っています。毎年、防犯・防災安全マップ作成をしたり、まち協
と協力して地域のこども110番の家を探すイベント（ハロウィンスタンプラ
リー）を行っています。

○近隣の飲食店、事業所の方と連携をとり、不審者対策や子ども達の見守り等、
地域の皆さんと一緒に取り組めるような環境づくりに努めています。

○避難訓練と同様に、年間計画に不審者侵入を想定した訓練を行っている。非常
通報装置を設置し、活用している。目隠しにならないよう、外周の柵や樹木、植
栽などの位置に気を付けている。
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道路

公園

建物

学校

○児童館閉館後、休館日など裏口周辺のタバコの吸い殻等があり、関係者以外の
施設敷地内への立ち入りが確認されることもあります。裏口は表から死角になっ
ているため、独自にセンサーライトなどを設置してはいますが、限界があり、定
期的な防犯パトロール依頼、立ち入りができないような対策、もしくは防犯カメ
ラの設置等が必要だと感じます。

○落書き、器物破損が多くなっている。建物の防犯・安全の為外灯が設置されて
いるが、明かりがあることで若者のたまり場となり、落書きや器物破損が発生し
ているように見受けられる。禁止看板は出しているが、スケートボードによるベ
ンチや傾斜のある壁の塗装の破損がある。

○敷地が広いため、管理者や各施設防火管理者等では目が行き届かない箇所があ
る。全職員、日頃から防犯・安全の視点を意識し、気になる点は迅速に共有し解
決を目指す組織づくりを推進していく必要がある。

○学校敷地周辺の比較的低いフェンス等からの侵入者を防ぐことが課題。

○近隣で不審者の情報があったり、実際に不審者らしき人物が園内に入ってきた
りする状況がある。職員の配置が少ない時間帯の防犯対策をどうしていくか、ま
た様々な事例を想定した訓練を行う必要がある。

○学校周辺で、日常的にビール缶や飲食のゴミなどが多く捨てられており、自治
会や警察等の関係機関と連携した防犯・安全の取組が必要と感じている。

①施設管理における防犯上の課題や意見（アンケートより抜粋）

５　防犯に関する意見について

○管理範囲が広いので落書きや不法投棄の対応に苦労している。

○当公園は郊外に位置しており、敷地面積も広大なため、緊急事態発生時の当該
箇所の把握、また、警察や消防などの到着時間を短縮するための取り組みが必要
かと思われる。

○施設閉館後のスケボーや徘徊が多く、警備、警察と連携して対応しているが苦
慮している。

○人目の付かない場所や、誰もいない時間帯に、不法投棄や落書きが行われる。
また、公園にある損壊施設の修繕や公園美化に努める等、犯罪抑止につながるよ
うな公園維持管理が必要である。
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道路

②防犯カメラに関する意見（アンケートより抜粋）

○防犯上有効と思われる。

公園

○施設一部にしか設置がないので、園内主要施設への設置を行い抑止力を高め
たい。

○事故や犯罪における抑止効果は絶大だと思われる一方、故障時の維持管理費
（専門業者の出張費用や輸送料など）のコスト面が離島にとっては大きなデメ
リットとなっている。ダミーカメラによる効果の検証結果などがあれば、それ
に基づき適用を検討したい。

○平成29年度に防犯カメラを設置しており、一定の効果があると感じている。
村や各区にて防犯パトロールを実施しているが、限界があるため、抑止力を高
めるためにも防犯カメラの増設は必要と感じている。

○犯罪の抑止に効果があると思うが、プライバシーの配慮も必要なので、防犯
カメラ運用マニュアルを作成し、設置していくことが大切であると考える。

建物

○当施設は、施設内外に監視カメラを設置し、管理所内からの監視も可能と
なっており、これまでにも監視カメラにより、施設の維持管理に役立ててい
る。

○防犯カメラ設置については、防犯上必要性を感じます。ただ予算面で厳しい
現状がありますので、設置について、リースや助成金などが増えると設置しや
すくなり、子ども達にとって安全安心の施設環境を確保することにつながると
思います。

○独自で設置しているが、老朽のため機能が低下し、施設内を管理するうえで
不便を感じる。

○施設の状況によりけりだが、防犯では記録、監視の点で効果がある。一方
で、台風等の災害では機器の故障、災害状況の連絡の遅さもあり、常駐警備の
方が被害が拡大する前に措置や早期の連絡があり、管理者としてかなり助けて
もらった。状況に応じて双方を取り入れた方が良いと思う。

○プライバシーの侵害等の法的制限等をしっかりと確認したうえで設置しない
といけない。

○死角部分の確認や何かあった時の為に防犯カメラがあると安心。防犯カメラ
の設置があると、不審者等の侵入を未然に防ぐこともできるので、ぜひ設置し
てほしい。
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②防犯カメラに関する意見（アンケートより抜粋）

学校

○防犯カメラの設置に関しては、保護者からも強い要望がある。防犯カメラを
設置しているだけで犯罪抑止に繋がると聞いているので、設置を要望してい
る。

○各学校へニーズの調査を検討中。防犯カメラを設置した場合、モニター監視
作業を誰が行うのか、録画したデータの管理はどうするのかなど、課題解決が
必要。

○施設内校舎周辺に８台の防犯カメラが設置されており、不審者や事故等の防
止と対策に活用している。

○せっかくカメラが設置されていても、光量が足りなくて確認できない箇所が
ある。人感センサーなど、必要なところに設置できると良い。

○小学校に防犯カメラはついているが、幼稚園側が映らない。週末などに幼稚
園内でゴミが多かったり、吸い殻なども落ちていることもある為、幼稚園側に
もあるとありがたい。

○Ｒ２年度に、校内に６台の防犯カメラを設置済み。学校近隣で起こった案件
で警察から映像の確認依頼があった。校内や周辺にも増設ができれば、防犯意
識も高まると思われる。

○防犯カメラは、不審者の侵入防止や犯意の抑制、外部からの来校者の確認
等、防犯・安全管理のため必要です。学校や地域の状況を踏まえ、見通しが困
難な場所や死角となる場所の状況把握等、その設置目的を明確化した上で防犯
灯の設置、防犯カメラの増設を要望します。

○予算面で可能ならば、数カ所に設置することが望ましいが、監視をどのよう
に行うのか、職員の負担にならないか気になるところである。

○外部からの不審者侵入を防ぎ、安全管理するためにも監視カメラ設置（特に
校門、裏門）の必要性は高い。ただし、設置にあたっては、映像利用に関して
ガイドライン等の作成も必要。

○防犯カメラの設置については、窃盗などの犯罪などには一定の抑止効果を発
揮すると思われるが、反面、職員間ではプライバシーの侵害につながるという
意見もあり、設置場所や費用対効果など、設置基準の検討が必要だと思いま
す。

○近隣住民のプライバシーも配慮しなければならないため、住宅が映らないよ
うに角度を調整するなど広範囲を映すことが難しい。
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（アンケートより抜粋）

○建物の裏手など、死角になる部分も多いため、巡回や点検を怠らず実施したい。

○適宜、修繕・整備を行っているが、点検を行うことによって改めて修繕・整備の必要箇
所が発見できた。学校施設の現状把握や修繕箇所の見直しとなった。

○給食センターへの往復用に横断歩道が設置され、給食運搬時にこれまで以上に安心して
横断ができるようになりました。

（アンケートより抜粋）

○今回、子ども達がよく利用する通学路を防犯・安全点検をすることで、改めて再確認す
ることができた。今後の道路パトロールにいかしていきたい。

○定期的に遊具の安全点検を行い安全面について配慮していたが、今回の点検でフェンス
等の日常点検や防犯に対する意識が高まった。

○日頃から定期的に防犯・安全点検を実施し、生徒が安心して学校生活を送ることができ
るよう、生徒の安全確保と犯罪の起こりにくい環境づくりを進めていく必要性を強く感じ
た。

○毎月の安全点検等を行い、現状をチェックし必要に応じて速やかに改善を図るよう努め
ているが、今回のように定期的に時間をかけてじっくりと点検することで、普段気付かな
い危険箇所を発見することができた。引き続き危機管理の意識を高めるとともに安全な環
境となるよう点検・整備の充実に力を入れていこうと思う。

（アンケートより抜粋）

○前回に比べて、不法投棄ゴミはほとんど確認されなかった。引き続き、憩いの場である
公園を市民が気持ちよく使用できるよう、警察等の協力を得ながら管理を強化する必要が
ある。

○今回の防犯・安全点検では、危険箇所数は無し。理由として、毎年継続して本点検が実
施されることにより、施設管理者の防犯等の意識向上が図られ、危険箇所が発生しづらい
環境づくりの一因となっていると感じる。

６　事業の効果

「公共施設防犯・安全点検」実施後のアンケートから、下記の効果が確認されました。

② 防犯・安全点検を実施して、施設の防犯上の課題や注意を要する点が明らかとなった
ことで、今後の防犯に配慮した施設管理に対する意識が向上しています。

① 防犯の視点で点検を行ったことで、見逃していた危険箇所等を確認でき、必要な改
善・対策が行われ、子ども達が安全に安心して利用できる環境の整備が進みました。

③ 毎年、防犯・安全点検を実施することで、従来の点検や施設管理においても防犯の視
点が定着してきており、持続的かつ効果的な防犯・安全対策に繋がっています。
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